
2025年出前授業・講座報告書 No.14 

 

開催日時 2025年 9月 19日（金） 開始時間 8：50 終了時間 12:20 

開催場所 中央小学校 

実施内容 どうしようかプラスチック 

学年、組、等 ３年 1組 ３年２組  参加児童数

計 
児童数 

出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席 

27 3 29 0   56 

スタッフ   8名 実施機関スタッフ   0名  

１ 概要 

３年生の出前授業としては今回が初めてである。次週に江ノ島遠足があるので、その事前学習をかね

て実施してほしいと学校から依頼され、急遽要望に応える内容を組んだ。先生方はとても喜んでくださ

り良い事前学習となった。 

 

２ 実施内容 

①昔は何を使っていたかと問いかけ、竹籠などを見せて意識を高める。 

②今日の各種物品のどこにプラスチックが使われているかを考えさせる。 

③プラスチックの良いところ、悪いところを考えさせ、発表させる。 

④実験１：水に沈むものと浮くもの 

⑤どうしてプラスチックがふえたのか考えよう。 

⑥海に流れ着いたクラスチックはどうなるか。カメ、ゾウ、クジラの被害 

⑦海洋プラスチックゴミ（マイクロプラスチック） 

⑧実験 2：煮干しから胃を取り出し、班担当の担当スタッフの支援を受けプレパラート試料を作り、 

マイクロプラスチックを発見する。（1.2限は各班煮干し 2匹、3.4限は全員煮干し 1匹） 

⑨紙芝居「海の恵み」 

⑩ポイ捨てしたペットボトルのたどり着つくところ：全部江ノ島（相模湾）に流れ着く。 

⑪宣言１：なるべくプラスチックを使わないようにする。 

⑫宣言２：ゴミは分けて出す。 

⑬宣言３：どうしても使うときは自然に優しいプラスチックにする。 

⑭まとめと感想 

 

３ 良かった点、課題点など 

・リーダーの説明が常に問いかけて児童に考えさせる形式をとったので、児童は活発に反応した。 

・紙芝居によって、海の恵みの実例を紹介し考えさせたので、児童は真剣に聞いていた。 

・3年生なので途中で飽きてしまう児童がいたので、休憩を入れるか話の内容を少し減らすかする必要

がある。 

・浮き沈みでは、各班に 1組（三種類のプラスチック、ビーカー）用意したが、２人でやれるようにビ

ーカー等を増やした方が良い 

・1．2限ではプレパラートを班に 2枚与えたが、3.4限では全員に 1枚渡したので、各自で煮干しの胃

からマイクロプラスチックを探すことができた。そのためには、マイクロ顕微鏡などの観察器具を増

やした方が良い。 

・今回は９０分で実施したが、３０分バージョンも用意した方が良いと思う。 

 

 

 


